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中島先生には，水泳を対象として，流体力算出のための
計算効率の高いモデルにより，泳動作シミュレーションに
よる関節運動の最適化を行い，さらには，筋骨格モデルに
基づく筋の張力発揮シミュレーションを併用することに
よって，筋特性をも考慮した泳動作の最適化を実現した例
について解説いただいた．
長谷先生には，走動作を対象として，筋骨格モデルおよ
び神経系モデルからなる神経筋骨格モデルをベースに，生
体の運動制御の機序および意志による制御変更などを考慮
して，走動作シミュレーションを実現した例について解説
いただいた．
スポーツにおける動作の改善，記録の向上，障害の予防
などにモデルを活用することによって，スポーツ動作に対
する理解がより一層進み，これにより関連する多くの領域
において研究の活性化が進むことになるものと期待してい
る．なお，個人の記録を競うスポーツに対して，チームスポー
ツの動作では，フォーメーションや戦略といった，各人の
相互作用的な効果の把握にもモデル化が有効となることが
考えられるとともに，各種スポーツシーンでは，用具と用具，
あるいは用具と環境との相互作用についての物理現象の把
握においてもモデル化が有効活用されているが，本稿では
これらの相互作用については取り扱わずに，個人の身体動
作に対するモデル化に限定した．
